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（２） 2003.3  広報おおの

市
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
生

活
環
境
の
改
善
や
河
川
の
水
質
保

全
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
年
度

か
ら
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
体
計
画
は
面
積
約
三
万
三
千

六
百
平
方
c

の
敷
地
内
に
、
一
日

最
大
一
万
八
千
立
方
c

の
処
理
能

力
を
持
つ
施
設
を
建
設
す
る
も
の

で
、
現
在
、
第
一
期
工
事
と
し
て

処
理
能
力
が
一
日
に
千
四
百
立
方

c

の
施
設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

今
回
完
成
す
る
の
は
管
理
棟
を

は
じ
め
、
簡
易
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
棟
の
前
処
理
施
設
や
、
オ
キ
シ

デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
や
最
終
沈

澱
池
、
塩
素
混
和
池
の
水
処
理
施

設
な
ど
で
す
。

管
理
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
地
下
一
階
、
地
上
二
階

建
て
で
、
延
べ
面
積
は
約
千
百
七

十
平
方
c

。
建
物
内
に
は
汚
水
が

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
監
視
す
る
制
御
室
や
水
質
試

験
室
の
ほ
か
、
見
学
者
に
汚
水

処
理
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
す
る

会
議
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

南
新
在
家
区
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建
設
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進
め
て
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「
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野
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下
水
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セ
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」
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（３）2003.3  広報おおの

オキシデーションディッチ方式
下水処理センターでは、汚水の処理方式にオキシデーションディッ

チ方式を採用しています。この方式は汚水にバクテリア（好気性・嫌

気性微生物）などを含んだ活性汚泥を加え、そこに空気を入れること

で、汚水中の有機物を分解して分離しやすくするものです。

この方式は小規模な汚水処理施設によく用いられている方式で、流

れ込む汚水の量が変化しても安定した処理のできることや維持管理費

が安いなどのメリットがあります。

汚泥脱水機

オキシデーション
ディッチからの汚泥
を直接機械で脱水
し、水分を減らした
状態にします

塩素混和池

上澄み水を塩素
で消毒し、きれい
な水にして川に流
します

最終沈澱池

微生物のかたまりを沈澱さ
せ、上澄みのきれいな水を塩
素混和池に送ります。沈澱し
た汚泥は、再びオキシデーシ
ョンディッチへ送ります

一般家庭・事業所

汚水

汚泥
汚泥

オキシデーション
ディッチ

下水処理センターへ流入してきた「汚水」をきれいにするのは、 
薬品ではありません。それは「微生物」なのです。 

※「オキシデーションディッチ→脱水」の方式
採用により、従来の「オキシデーションディ
ッチ→濃縮→貯留→脱水」方式より、建設や
維持管理のコスト縮減を図っています。
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（４） 2003.3  広報おおの

計
画
範
囲
と
な
る
集
落
や
町

内
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
公
共

下
水
道
の
し
く
み
や
下
水
道
料

金
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
公

共
下
水
道
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
２
９
１
）

現
在
行
っ
て
い
る
第
一
期
工

事
を
引
き
続
き
行
い
、
汚
泥
処

理
施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
平
行
し
て
下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
へ
汚
水
を
運
ぶ
管
き
ょ
整

備
を
行
い
、
埋
設
工
事
な
ど
が

終
わ
っ
た
地
区
か
ら
供
用
を
始

め
る
予
定
で
す
。

今
後
の
予
定

大野高校 

有西小 

新町 

大野東高校 

下庄小 

中野 

北陸電力 

北大野 

合
同
庁
舎 

三
番
線 

Ｒ
157
 

文
化 

会
館 

JR 
越前大野駅 

有
東
小 

大
野
土
木
事
務
所 

西市 

Ｎ 

庄林 

中津川 

横枕 

南新在家 

東大月 

至勝山 クリーン 
センター 

有終会館 
こぶし通り 

開成中 

至中島 

市役所 

大野市下水処理 
センター 

真
名
川

 

清
滝
川

 

赤
根
川

 

赤 根
川  

木
瓜
川 

至福井 

至和泉村 
R158

第１期工事予定区域 全体計画区域 

市の公共下水道事業計画 

下水道マスコットキャラクター スイスイ

Ｎ 

大野市下水処理センター計画平面図大野市下水処理センター計画平面図 大野市下水処理センター計画平面図 

真名川  

水処理施設 管理棟 

汚泥処理施設 
（工事中） 

国道157号 

あ
っ
宝
ん
ど 

大野市下水処理センター計画平面図 

オキシデ－ションディッチ １池 
最終沈澱池 １池 
管廊その他 １式 

第１期工事予定区域 

全体計画区域 

所　 在　 地 

名　　　  称 構　　　造 

管　　理　　棟 

簡易マンホール 
ポンプ棟 

オキシデーショ 
ンディッチ 

最 終 沈 澱 池 

塩 素 混 和 池  

前
処
理
施
設 

水
処
理
施
設 

大野市南新在家28－3－2

鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造 

地上2階　地下1階 

延べ面積　1170.96平方㍍ 

円形放射流式  

内径21.0㍍×深さ3.5㍍ 

鉄筋コンクリート造  

延べ面積　224.73平方㍍ 

幅2.0㍍×長さ38.4㍍×深さ2.8㍍ 

幅6.5㍍×深さ5.1㍍×長さ1.5㍍ 

幅5.5㍍×深さ3.0㍍×長さ87.0㍍ 

供用開始施設の概要 
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（５）2003.3  広報おおの

当
選
　
牧
野
　
勇
　
　
　
八
九
六

（
春
日
三
・
61
・
無
現
）

当
選
　
浦
井
智
冶
　
　
　
八
四
九

（
日
吉
町
・
55
・
共
現
）

当
選
　
山
本
鐵
夫
　
　
　
八
〇
五

（
牛
ケ
原
・
62
・
無
新
）

当
選
　
竹
内
安
汪
　
　
　
八
〇
五

（
稲
郷
・
62
・
無
元
）

次
点
　
高
岡
和
行
　
　
　
七
六
七

（
中
野
町
二
・
50
・
無
現
）

土
田
三
男
　
　
　
三
七
〇

（
陽
明
町
一
・
68
・
無
現
）

当
選
　
幾
山
秀
一
　
一
、
〇
五
四

（
橋
爪
・
49
・
無
現
）

当
選
　
松
井
治
男
　
一
、
〇
四
〇

（
阿
難
祖
地
頭
方
・
62
・
無
現
）

当
選
　
寺
島
藤
雄
　
一
、
〇
三
三

（
南
新
在
家
・
49
・
無
現
）

当
選
　
米
村
輝
子
　
　
　
九
六
五

（
美
里
町
・
53
・
無
現
）

当
選
　
松
原
啓
治
　
　
　
九
五
九

（
土
打
・
57
・
無
新
）

当
選
　
宮
沢
秀
樹
　
　
　
九
五
三

（
菖
蒲
池
・
46
・
無
新
）

当
選
　
常
見
悦
郎
　
　
　
九
四
三

（
上
野
・
54
・
無
現
）

当
選
　
笹
島
彦
治
　
　
　
九
四
一

（
西
山
・
67
・
無
現
）

当
選
　
島
口
敏
榮
　
　
　
九
〇
六

（
木
本
・
58
・
無
現
）

当
選
　
兼
井
　
大
　
一
、
五
五
六

（
今
井
・
29
・
無
現
）

当
選
　
藤
堂
勝
義
　
一
、
五
二
七

（
蓑
道
・
59
・
公
新
）

当
選
　
畑
中
章
男
　
一
、
二
六
七

（
糸
魚
町
・
53
・
無
現
）

当
選
　
栄
　
正
夫
　
一
、
二
三
五

（
上
野
・
61
・
共
現
）

当
選
　
川
端
義
秀
　
一
、
二
一
九

（
松
丸
・
56
・
無
新
）

当
選
　
本
田
　
章
　
一
、
一
四
二

（
泉
町
・
52
・
無
現
）

当
選
　
谷
口
彰
三
　
一
、
一
二
五

（
犬
山
・
68
・
無
現
）

当
選
　
砂
子
三
郎
　
一
、
一
〇
五

（
本
町
・
60
・
無
現
）

当
選
　
松
田
信
子
　
一
、
〇
七
〇

（
矢
・
55
・
無
現
）

た
。
午
後
十
時
か
ら
二
十
分
ご
と

に
開
票
速
報
が
発
表
さ
れ
、
詰
め

か
け
た
大
勢
の
市
民
が
結
果
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
十
一
時

一
分
に
は
す
べ
て
の
開
票
が
終
了

し
、
各
候
補
者
の
得
票
が
確
定
し

ま
し
た
。

翌
日
の
十
七
日
、
市
役
所
で
当

選
者
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま

し
た
。
二
月
二
十
五
日
に
は
、
臨

時
（
組
織
）
議
会
が
開
か
れ
、
議

長
・
副
議
長
や
三
つ
の
常
任
委
員

会
な
ど
構
成
が
決
定
。

今
月
上
旬
に
は
新
年
度
予
算
案

な
ど
を
審
議
す
る
、
議
会
が
召
集

さ
れ
る
予
定
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
二
月
十
六
日
に
行
わ

れ
、
新
し
い
市
議
会
議
員
二
十
二

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
定
数
二
十
二

人
に
対
し
て
、
二
十
四
人
が
立
候

補
。
投
票
の
結
果
、
現
職
十
六
人
、

元
職
一
人
、
新
人
五
人
が
当
選
し

ま
し
た
。
党
派
別
で
は
無
所
属
十

九
人
、
日
本
共
産
党
二
人
、
公
明

党
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
七
八
・
三
五
％
で
、

前
回
に
比
べ
四
・
一
六
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
ま
し
た
。

開
票
は
、
同
日
午
後
九
時
二
十

分
か
ら
有
終
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

選挙の記録

◎当日の有権者

男　　14 , 9 3 9人

女　　16 , 6 8 8人

計　　31 , 6 2 7人

◎投票者数と投票率

男　11 , 5 6 4人（77.41％）

女　13 , 2 1 7人（79.20％）

計　24 , 7 8 1人（78.35％）

（前回投票率82.51％）

◎有効投票

24 , 5 3 2票

◎無効投票

245票

◎その他

4票

候
補
者
別
得
票
数

（

）
内
は
、
住
所
、
年
齢
、

党
派
、
現
職
・
新
人
別

市
議
会
議
員
選
挙

22の新議席決まる

臨
時
市
議
会

第
三
百
二
十
二
回
市
議
会
臨

時
会
が
一
月
二
十
一
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
三
議
案
を
審
議
。
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
事
業

◆
商
工
費

・
や
す
ら
ぎ
空
間
整
備
事
業

（
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
、

ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た

空
間
を
創
出
）

…
…
…
…
…
一
千
六
百
万
円

一
般
会
計
に

１
千
６
百
万
円
を
追
加
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告
示

県
知
事
選
挙
３
月
27
日
l
・

県
議
会
議
員
選
挙
４
月
４
日
m

投
票

と
も
に
４
月
13
日
h
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時

場
所

市
内
の
各
投
票
所

開
票

と
も
に
４
月
13
日
h
午
後

９
時
20
分
〜

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
、

事
前
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
が
配
布
さ
れ
て
い

る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

そ
れ
ぞ
れ
の
告
示
日

か
ら
４
月
12
日
n
ま
で
毎
日

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
＝
市

役
所
別
館
１
階

昭
和
58
年
４
月
14
日
以
前
に
生

選
挙
日
程

（６） 2003.3  広報おおの

②
市
内
か
ら
平
成
14
年
11
月
25
日

以
前
に
転
出
（
知
事
選
）
・
平

成
14
年
12
月
３
日
以
前
に
転
出

（
県
議
選
）
し
た
人

③
投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
し

た
人

④
当
市
か
ら
県
内
の
市
町
村
へ
一

度
転
出
し
、
再
び
ほ
か
の
市
町

村
へ
転
出
し
た
人

⑤
公
民
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人

⑥
当
市
か
ら
県
内
の
市
町
村
に
転

出
し
、
そ
の
市
町
村
で
の
選
挙

権
を
有
す
る
人

３
月
26
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の

間
に
市
内
で
住
所
を
移
し
、
市
役

所
へ
転
居
届
を
提
出
し
た
人
は
、

旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委

員
会
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

３
６
１
）

ま
れ
た
人
で
、
次
の
①
〜
③
に
該

当
す
る
人

①
当
市
で
生
ま
れ
て
住
民
登
録
を

行
い
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住

し
て
い
る
人

②
当
市
へ
、
平
成
14
年
12
月
26
日

以
前
に
転
入
届
（
知
事
選
）
・

平
成
15
年
１
月
３
日
以
前
に
転

入
届
（
県
議
選
）
を
済
ま
せ
、

住
民
登
録
を
行
っ
て
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

③
当
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
、
平
成
15
年
１
月
２

日
以
降
に
当
市
か
ら
県
内
の
ほ

か
の
市
町
村
に
、
１
回
限
り
住

所
を
移
転
し
、
住
民
登
録
を
行

っ
た
人

た
だ
し
、
③
の
場
合
に
は
新
住

所
地
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
同

一
県
内
居
住
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
証
明
書
は
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
15
年
１
月
４
日
以
降
に
当

市
に
転
入
届
け
を
出
し
た
人

そ
れ
ぞ
れ
の
告
示
日
か
ら

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
な
い
人

市
内
で
住
所
変
更
し
た
場
合

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙 

《
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》 

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
な
ど
進
む 

４
月
13
日
に
投
開
票 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に
や
す
ら
ぎ
空
間 

れ
る
人
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な

ど
を
図
る
も
の
で
す
。

鉄
道
を
利
用
し
当
市
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
と
っ
て
玄
関
口
に
あ
た

る
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
の
整
備
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
入
り

込
み
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

建
物
は
幅
三
十
二
c

、
奥
行
き

約
二
・
四
c

、
高
さ
約
四
・
二
c

で
、
面
積
は
約
七
十
七
平
方
c

。

側
面
に
格
子
窓

や
白
壁
を
あ
し
ら

い
城
下
町
の
風
情

を
演
出
し
ま
す
。

総
事
業
費
は
千
六

百
万
円
で
す
。

雨
や
雪
の
日
な

ど
に
、
傘
を
さ
さ

な
い
で
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
へ
の
乗
り

継
ぎ
が
可
能
と
な

る
ほ
か
、
待
ち
時

間
や
休
憩
に
利
用

で
き
る
ベ
ン
チ
の

設
置
な
ど
を
行
い

ま
す
。

施
設
は
三
月
下

旬
ご
ろ
完
成
す
る

予
定
で
す
。

二
月
中
旬
か
ら
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野

駅
前
に
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
景

観
に
配
慮
し
た
、
木
造
か
わ
ら
ぶ

き
屋
根
の
外
観
を
持
つ
「
や
す
ら

ぎ
空
間
」
を
整
備
す
る
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
駅
の
前
に
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
待
ち
に
お
け
る
市
民
や
観
光

客
の
利
便
性
向
上
や
、
当
市
を
訪

完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図完成予想図
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４月１日から変更に

地方税法の一部改正により、これまでの「課税台帳」縦覧から、縦覧帳簿による『土地・家屋価格

等縦覧制度』と、課税台帳による『固定資産税課税台帳閲覧制度』の二本立てとなりました。それぞ

れの縦覧・閲覧期間、資格は下記のとおりです。

2003.3  広報おおの （７）

種　　別 資　　　格 持　　ち　　物 手　数　料 期　　間 場　所

②委任状による代理人

②委任状による代理人

③借地人・借家人は賃貸借契約書等

路線価の公開 規定なし 特になし

無料
（コピー不可）縦覧帳簿の縦覧

課税台帳の閲覧

①固定資産の所有者・
納税義務者・管理者

①本人であることを確認できる
もの（免許証･保険証）

②代理人の場合は、委任状と
代理人自身の免許証・保険証

①固定資産の所有者・
納税義務者・管理者

③固定資産の関係者
（借地人・借家人）

①本人であることを確認できる
もの（免許証・保険証）

②代理人の場合は、委任状と
代理人自身の免許証･保険証

縦覧期間中（４/１
～４/30）は無料

台帳のコピー１枚
３００円

無料
（コピー不可）

４/１（火）～
４/30（水）
就業時間内

４/１（火）～
就業時間内

４/１（火）～
就業時間内

市 役 所
税 務 課
資産税係

◇縦覧制度：納税者が自分と他人の土地・家屋の評価額を比較し、固定資産税が適正であるかどうかを

自ら確認・判断できる制度です。

◇閲覧制度：固定資産税が家賃や地代に転嫁されている場合が考えられることから、借家人や借地人に

税額を開示することを目的としています。

問い合わせ先 市役所税務課 資産税係　166・１１１１　内線４２５

こ
の
中
で
は
、
特
に
税
や
保
育

料
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
住
民

負
担
に
関
係
の
深
い
も
の
を
重
点

的
に
取
り
上
げ
、
両
市
村
で
差
が

あ
る
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

対
処
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

こ
う
し
た
事
務
事
業
の
チ
ェ
ッ

ク
と
並
行
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
案
の
作
成
に
向
け
、
両
市

村
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
総
合
計
画
の
す
り
あ
わ

せ
や
、
人
口
・
産
業
な
ど
の
基
礎

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
精
力
的
に
作
業
を
進
め
、

四
月
以
降
、
協
議
会
だ
よ
り
（
仮

称
）
を
発
行
し
、
情
報
を
公
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合

併
協
議
会
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.ono.fukui.jp/gappei/

index.htm

問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
・
和
泉

村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

（
1
66
・
１
６
０
０
）

一
月
十
四
日
に
発
足
し
た
「
大

野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議

会
」
で
は
、
現
在
、
両
市
村
の
事

務
事
業
の
洗
い
出
し
を
は
じ
め
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
案
の
作

成
に
向
け
た
、
基
礎
資
料
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
と
し
て
は
、
ま
ず
両
市
村

の
現
況
調
査
か
ら
着
手
。
専
門
部

会
を
中
心
に
、
五
百
項
目
以
上
に

わ
た
る
事
務
事
業
の
調
査
と
課
題

の
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
部
会
は
、
各
市
村
の
担
当
部

課
長
を
メ
ン
バ
ー
に
構
成
し
、
総

務
部
会
、
住
民
福
祉
部
会
、
産
業

経
済
部
会
、
建
設
部
会
、
教
育
部

会
、
議
会
事
務
局
部
会
、
消
防
部

会
の
七
つ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

《
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
な
ど
進
む

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
な
ど
進
む

《
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
な
ど
進
む

専門部会の様子
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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2003.３ №168

・
食
べ
て
も
食
べ
て
も
や
せ
る

と
い
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
既
に

重
症
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
糖
尿
病
か
ど
う
か
を
判
定
す
る

に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
検
査
方
法
と
し
て
は

血
液
中
の
糖
分
量
「
血
糖
値
」
を

測
る
方
法
が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
血
糖
値
は
、
当
日
の

食
事
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い

こ
と
か
ら
、
過
去
一
〜
二
カ
月
の

血
糖
値
の
平
均
を
反
映
し
、
慢
性

的
な
高
血
糖
の
状
態
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１

ｃ
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）」
の
値
の
測

定
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
の

測
定
は
、
血
糖
検
査
と
併
せ
て
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
健
診
の

結
果
や
病
院
で
受
け
た
検
査
の
結

果
を
見
る
と
き
は
、
血
糖
値
と
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
の
値
に
気
を

つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
値
が
六
％
を
超
え
る
と
要

医
療
の
対
象
と
な
り
、
七
％
を
超

え
る
場
合
は
、
合
併
症
な
ど
を
引

き
起
こ
す
危
険
が
一
気
に
高
く
な

る
た
め
、
す
ぐ
に
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
上
表
参
照
）

市
の
生
活
習
慣
病
健
診
で
も
、

年
々
重
度
の
糖
尿
病
で
あ
る
疑
い

の
あ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
原
因
に
は
、
遺
伝
性

（
家
族
性
）
の
ほ
か
生
活
習
慣
が

大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
、

特
に
中
高
年
齢
層
に
な
る
と
急
激

に
患
者
が
増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
糖
分
や
脂
肪
分
の

取
り
過
ぎ
を
原
因
と
す
る
、
若
い

人
の
糖
尿
病
も
増
え
て
い
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
や
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
、
適
度
の
運
動
な

ど
を
心
が
け
、
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
る
な
ど
、
進
ん
で
予
防

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
は
、
運
動
不
足
や
肥
満
、
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
す
ぎ

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
生
活

習
慣
に
よ
る
も
の
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
「
生
活
習
慣
病
」

の
一
つ
で
す
。
自
覚
症
状
が
表
れ
に
く
い
た
め
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る
な
ど
進
ん
で
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
に
一
度
は
健
診
を

糖
尿
病
は
、
患
者
数
が
年
々
増

え
続
け
て
い
て
、
現
在
、
人
口
透

析
に
か
か
る
原
因
の
第
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
症
状
が
表
れ

た
こ
ろ
に
は
、
神
経
症
や
腎
（
じ

ん
）
症
、
網
膜
症
な
ど
、
糖
尿
病

を
原
因
と
し
て
起
こ
る
病
気
が
進

ん
だ
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

主
な
自
覚
症
状
は
、

・
の
ど
が
激
し
く
渇
く

・
尿
が
多
い

・
常
に
空
腹
感
が
あ
る

・
体
重
が
急
に
減
る

・
疲
れ
や
す
い
、
体
が
だ
る
い

自
覚
症
状
で
は
遅
い

糖
尿
病
の
判
定

糖　尿　病

～ちょっと気になる健康料理～
わかめときのこのナムル（韓国風あえ物）
※エネルギー：31㌔㌍　塩分：0.7㌘

ワカメやキノコには食物繊維が多く含まれ、コ
レステロールの低下や便秘の改善などに効果があ
ります。
①ワカメは洗って塩を落とし、少し水で戻したあ
と水気を絞り、食べやすい大きさに切る。

②シメジは石づき（硬い部分）を除いてほぐす。
エノキダケは石づきを除いて半分に切る。
ニンニクはみじん切りにする。

③ゴマ油をフライパンで熱しニンニクをいため、
香りがたってきたら、シメジ、エノキダケ、ワ
カメを加えていため、塩、一味唐辛子で調味。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
塩蔵ワカメ・60㌘　　ゴマ油・・・小さじ２
シメジ・・・100㌘ 塩・・・・・少々
エノキダケ・100㌘ 一味唐辛子・少々
ニンニク・・4㌘

血糖値の基準値（mg／dl）

ヘモグロビンＡ１ｃ（ＨｂＡ１ｃ）の基準値（%）

正 常 値　空腹時血糖＜110
　　　　　随時（食後２時間血糖）＜140
境 界 域　110≦空腹時血糖＜126
　　　　　140≦随時（食後２時間血糖）＜200
糖尿病型　126≦空腹時血糖
　　　　　200≦随時（食後２時間血糖）

正　常　　5.5まで
要指導　　5.6～5.9
要医療　　6.0以上
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課
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食
品
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
省
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

（
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質

表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）」

と
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
食
品

衛
生
法
」
の
二
つ
の
法
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
を
下

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

食
品
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法

律
に
よ
る
情
報
の
表
示
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
不
正
な
表

示
を
さ
れ
た
り
、
内
容
に
誤
り
が

あ
っ
た
り
し
た
の
で
は
、
安
心
し

て
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
で
は
、
違
反
が
起
き

た
場
合
の
迅
速
な
公
表
や
、
罰
則

の
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

の
一
部
改
正
や
、
輸
入
食
品
へ
の

規
制
強
化
な
ど
を
柱
と
し
た
食
品

衛
生
法
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
農
林
水
産
省
で
は
、
消

費
者
か
ら
食
品
表
示
に
関
す
る
情

報
を
電
話
で
受
け
付
け
る
「
食
品

表
示
１
１
０
番
」
や
、
一
般
消
費

者
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
制
度
「
食
品

食食品品表表示示をを確確認認ししままししょょうう

表
示
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
」
な
ど
、
日

常
的
に
表
示
状
況
を
確
認
す
る
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
食
品
表
示

の
信
頼
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
こ
の
表
示
、
変
だ
な
」
と
思

う
場
合
、
ま
ず
販
売
店
に
聞
い
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
お

か
し
い
と
い
う
場
合
は
「
食
品
表

示
１
１
０
番
」
や
近
く
の
相
談
窓

口
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
食
品
表
示
１
１
０
番

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
食
品
を
購
入
す
る
と
き
「
食

品
表
示
（
ラ
ベ
ル
な
ど
）」
を
き
ち
ん
と
見
て
い

ま
す
か
。
こ
の
表
示
に
は
商
品
を
選
ぶ
際
に
、
と

て
も
重
要
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

表
示
に
関
す
る
二
つ
の
法

よ
り
正
し
い
表
示
へ

ま
ず
販
売
店
に
確
認

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
7
０
１
２

０
・
４
８
１
・
２
３
９
）

●
食
品
表
示
に
関
す
る
相
談
窓
口

県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
政
策

課
食
料
流
通
対
策
室
（
1
０
７

７
６
・
20
・
０
４
１
９
）

福
井
県
県
民
生
活
部
企
画
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
最
新
の
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://info.pref.fukui.jp/
seikatu/contents.htm

l

　　　 J　A　S　法
品質に関する適正表示を行わ
せることによって一般消費者
の選択に資する

すべての飲食料品

〔生鮮食品〕名称、原産地
（水産物には解凍・養殖）
〔加工食品〕名称、原材料名、
内容量、賞味期限、保存方法
製造業者名等（輸入の場合は
原産国名）
〔玄米・精米〕名称、原料玄
米内容量、精米年月日、販売
者等
〔遺伝子組み換え食品・有機
食品の表示〕
指示（公表）→命令（公表）→１
年以下の懲役または100万円
以下の罰金（法人は１億円）

　　食　品　衛　生　法
飲食による衛生上の危害の発
生を防止し公衆衛生の向上お
よび増進に寄与する
容器包装に入れられた加工食
品（生かき、生めん、生菓子
類、魚肉練り製品等）、食肉
製品、乳製品、鶏卵、遺伝子
組み換え食品保健機能食品等

名称、消費期限または品質保
持期限、保存方法、製造者氏
名、製造所所在地、食品添加
物、アレルギー物質、遺伝子
組み換え食品を含む場合表示

営業許可の取消、営業の禁止
または停止６ヵ月以下の懲役
または３万円以下の罰金 

趣　　旨

対象食品

表示すべ
き事項

違反した
場合

Ｈ15．3月号  03.2.24 11:31 AM  ページ 2



リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
材
料
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
材
料
か
ら

と
比
べ
約
七
〇
n

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
節
約
で
き
る
と
の
こ
と
。
節
約

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

紙
を
燃
や
す
こ
と
で
発
生
す
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
二
酸
化
炭
素
。

古
紙
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
物
質
の
発
生

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
鉄
類
や
ア
ル
ミ
、
乾
電

池
な
ど
を
埋
め
立
て
ず
に
再
利
用

す
る
こ
と
も
、
環
境
物
質
の
排
出

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
の
平
成
十
三
年
度
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
量
は
約
三
千
h

、
売

却
金
は
約
一
千
万
円
で
し
た
。
こ

の
場
合
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
経

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
埋
め

立
て
処
理
し
た
場
合
と
比
べ
、
資

源
の
節
約
や
環
境
保
全
へ
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
一
度
使
っ
た
も

の
を
材
料
と
し
て
再
利
用
す
る
た

め
、
不
純
物
の
混
入
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は

皆
さ
ん
の
分
別
が
一
番
効
果
的
な

方
法
で
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

2003.3  広報おおの
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最
近
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
や
「
資
源
の
有
効
利

用
」
な
ど
の
言
葉
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
ま
す
が
、
一
体
ど
れ
ぐ
ら

い
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

一
h

の
紙
を
作
る
に
は
、
直
径

二
十
b

・
長
さ
八
c

ほ
ど
の
木
材

で
約
二
十
本
必
要
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
紙
の
原
料
に
利

用
さ
れ
る
木
の
多
く
は
、
製
材
の

過
程
で
出
た
余
り
な
ど
を
利
用
す

る
そ
う
で
す
が
、
古
紙
を
再
生
紙

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
資
源
が
節
約
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
、
新
し

い
ア
ル
ミ
缶
の
材
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
材
料
か
ら

作
る
場
合
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
電
気
）
と
比
べ
、
約
九
十
七
n

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
で
き
る
そ

う
で
す
。
ス
チ
ー
ル
缶
の
場
合
も

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
ド
イ
ツ
で
考

案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
羽
根
の

つ
い
た
ボ
ー
ル
を
六
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
に
準
じ
、
ひ
じ

か
ら
先
で
打
ち
合
う
も
の
で
す
。

こ
の
専
用
ボ
ー
ル
が
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
羽
根

突
き
の
羽
根
を
大
き
く
し
た
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

一
九
七
〇
年
代
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
し
、

現
在
で
は
愛
好
者
が
百
万
人
を
超

え
る
勢
い
だ
そ
う
で
す
。

ゴ
ー
ス
ト
は
、
こ
の
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
、
会

員
は
現
在
十
六
人
。
毎
週
月
曜
日

（１０）

ゴースト

������������������������������������������������

に
有
終
西
小
学
校
の
体
育
館
で
練

習
し
て
い
ま
す
。

「
四
年
ほ
ど
前
に
行
わ
れ
た
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
講
習
会
で
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
を
知
り
ま
し
た
。
職
場

の
仲
間
た
ち
と
、
何
か
体
を
動
か

す
こ
と
が
し
た
い
と
話
し
合
っ
て

い
た
の
と
、
大
野
に

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
普

及
さ
せ
た
い
と
い
う

指
導
員
の
思
い
が
一

致
し
て
、
グ
ル
ー
プ

を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
代
表
の

萩
原
さ
ん
。

「
ル
ー
ル
が
分
か

り
や
す
く
、
突
き
指

な
ど
の
心
配
が
な
い

こ
と
か
ら
、
体
力
に

合
わ
せ
て
無
理
な
く

続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
」「
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

ど
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
結
構
ハ

マ
る
。
道
具
に
ほ
と
ん
ど
費
用
が

か
か
ら
な
い
の
も
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
皆
さ
ん
。
こ
の
日
も
和
気

あ
い
あ
い
と
、
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
代
表

の
萩
原
光
司
さ
ん
（
1
65
・
７
６

９
７
）
ま
で
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

今月のスナップ

そり遊び最高！「チビッコゲレンデ」

ごみ？ゴミ？⑫
リサイクルの効果

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

環
境
問
題
へ
の
対
応

木
材
な
ど
資
源
を
節
約

処
理
費
用
の
削
減

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

インディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカインディアカ
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毎
年
、
蕨
生
小
学
校

で
は
全
校
児
童
が
「
蕨

っ
子
田
」
で
米
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
蕨
っ
子
田
」

は
、
帰
山
安
夫
（
下
唯
野
）
さ
ん

の
「
子
ど
も
た
ち
の
授
業
に
農
業

体
験
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
、
よ
か
っ
た
ら
田
ん
ぼ
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
提
案
か

ら
平
成
七
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

五
月
に
行
う
田
植
え
で
は
、
一

年
生
〜
六
年
生
で
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
か
ら

稲
作
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
ほ

か
、
児
童
の
祖
父
母
や
保
護
者
、

地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
農
業
の
ベ

テ
ラ
ン
を
招
き
田
植
え
の
コ
ツ
な

ど
を
教
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
稲
の
成
長
観
察
や
、

水
・
肥
料
・
草
刈
り
と
い
っ
た
世

話
の
仕
方
な
ど
、
米
作
り
に
関
す

2003.3  広報おおの （１1）

1111111111111111111111111111111111111111111

る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
つ
い
て
学

年
ご
と
に
学
習
。
九
月
に
は
、
ま

た
全
員
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
す
。

こ
の
と
き
も
田
植
え
と
同
様
、
地

域
の
お
年
寄
り
な
ど
頼
も
し
い
援

軍
が
大
勢
駆
け
つ
け
ま
す
。
そ
の

お
か
げ
で
昨
年
は
、
八
j

ほ
ど
の

田
ん
ぼ
か
ら
約
七
俵
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
収
穫
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
十
月
、
田
ん
ぼ
を
貸
し

て
く
れ
た
帰
山
さ
ん
や
地
域
の
お

年
寄
り
な
ど
を
招
い
て
、
農
作
業

の
感
想
発
表
や
、
一
緒
に
給
食
で

新
米
を
味
わ
い
収
穫
を
祝
う
「
感

謝
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。

こ
れ
ら
年
間
を
通
じ
た
米
作
り

が
、
今
で
は
「
蕨
っ
子
」
た
ち
に

欠
か
せ
な
い
学
校
生
活
の
一
部
と

し
て
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

みんなで米作り「蕨
わらび

っ子田」

蕨生小学校

図書館�の�本�

今回は当市出身で、現在、愛知

大学の教授として活躍している沢

井耐三さんの本を紹介します。

この本には室町時代を中心に書

かれた「一寸法師」などの短い物

語が８編収録されています。本文

には、注釈や口語訳などが付けら

れ、歴史的仮名遣いでもすらすら

と読み進めることができます。

これらの物語は子ども向けとい

う印象がありますが、本来は大人

向けに書かれたもの。いつの時代

も変わらぬ泣き笑いの人間模様が

生き生きと描かれています。

『お伽草子』

ま
す
。
そ
の
ほ
か
二
十
年
以
上
も

県
の
身
体
障
害
者
福
祉
相
談
員
を

務
め
て
お
り
、
長
年
の
経
験
か
ら

親
身
に
な
っ
て
助
言
を
送
る
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
相
談
員
の
活
動
を
し
て
い
る

と
、
県
内
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
出

か
け
ま
す
。
そ
の
と
き
に
自
分
が

ふ
い
た
屋
根
を
見
か
け
る
と
、
と

て
も
懐
か
し
い
で
す
ね
。
普
段
か

ら
補
聴
器
を
し
て
い
る
の
で
、
み

ん
な
気
を
遣
っ
て
大
き
な
声
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
い
ろ
ん
な
人
が
支
え
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

ま
で
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体

の
動
く
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
、
明
る
く
元
気
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��こんにちは��

岩
本
悟
さ
ん
は
昨
年
の
十
二

月
、
第
五
十
二
回
障
害
者
自
立
更

正
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
、
自
立
更
正
者
の

分
野
で
表
彰
を
受
け
た
の
は
全
国

で
三
十
五
人
、
県
内
か
ら
表
彰
を

受
け
た
の
は
一
人
で
し
た
。

「
三
、
四
歳
の
こ
ろ
、
雪
遊
び

を
し
て
い
る
と
き
に
、
耳
の
中
に

雪
が
入
っ
て
中
耳
炎
に
な
り
ま
し

自
立
更
正
者
と
し
て
大
臣
表
彰

岩
本
　
悟
さ
ん
（
七
十
五
歳
・
春
日
三
丁
目
）

た
。
そ
の
当
時
は
近
く
に
医
者
も

無
か
っ
た
た
め
、
だ
ん
だ
ん
と
耳

が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
家

族
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
先
生
や

友
達
な
ど
、
周
り
に
い
る
み
ん
な

が
気
を
遣
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

無
事
に
小
学
校
の
高
等
科
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

そ
の
後
、
苦
労
を
重
ね
な
が
ら

も
、
か
わ
ら
ぶ
き
職
人
と
し
て
働

く
よ
う
に
な
り
、
県
内
各
地
を
は

じ
め
県
外
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
屋

根
を
ふ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
の
傍
ら
、
昭
和
三
十

五
年
ご
ろ
に
市
の
聴
覚
障
害
者
福

祉
協
会
に
加
入
、
昭
和
五
十
二
年

か
ら
役
員
（
理
事
）
を
務
め
る
よ

う
に
な
っ
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
六

年
か
ら
は
、
市
身
体
障
害
者
連
合

会
の
理
事
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

沢井耐三　著　貴重本刊行会
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おいしい野菜をありがとう
富田小学校で「給食週間」にちなみ、地場野菜を

提供してくれている生産者グループ「麻地菜（あじ

さい）グループ」のメンバーを招いて、給食ありが

とう集会が開かれました。児童からメンバーへ感謝

のメッセージカードなどが送られたあと、各学年の

教室に入り、野菜がふんだんに使われた給食を一緒

に味わいました。

2003.3  広報おおの

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

活性化に実践や講習
総合型地域スポーツクラブの事例研究や種目

別の指導者・青少年による交流、スポーツ少年

団員同士の交流や保護者を対象とした研修会な

ど、１月から２月にかけてスポーツに関するさ

まざまな取り組みが行われました。

六呂師小と高浜町日引小による交流学習が１月24日

～25日にかけ行われました。これは昨年、青少年自然

の家でスキー宿泊学習を行った日引小が「山の学校の

様子を知りたい」と交流を申し入れたことから実現。

１学期から写真や手紙のやりとりを重ね、今回初顔合

わせとなりました。７月には六呂師小の児童が日引小

を訪れ、さらに交流を深める予定です。

山の子・海の子スキーが結ぶ

団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会団員約１２０人が参加、スポーツ少年大会

４市の事例紹介など、市町村
スポーツクラブ育成指導者講習会

バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
バスケットボール関係者が一堂に
青少年・指導者スポーツ交流会
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身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

カンタケやシイタケ、マイタケなど奥越産のキノコを

おいしく味わってもらおうと、有終会館で「きのこ料理

教室」が開かれました。市内外から約40人が参加し、キ

ノコとキャベツの温サラダなど４品に挑戦。「地元産の

キノコは格別。これからもいろいろな料理に使いたい」

と熱心に学んでいました。

“奥越産キノコ”新鮮で安心

考えよう家庭教育
幼児の年齢や発達段階に応じたしつけや家庭教

育などについて考えようと１月31日、幼児教育講

演会が有終会館で開かれました。未就学児の保護

者をはじめ保育所・幼稚園関係者などが「子ども

の心の発達と家庭教育」と題された講演に聞き入

っていました。

“ごっつお”と和の調べ満喫！
平成大野屋ミニイベントが２月に開かれました。１日の「満喫！

こだわりのごっつお」では、約40人が酒蔵やしょうゆ蔵、けんけら

工場などを見学した後、こうじ・大豆にこだわった料理を堪能。２

日に平蔵で行われた「響（ひびき）～一絃琴（いちげんきん）のし

らべ～」では、琴やしの笛に続き、大垣支店主の大野久美子さんが

一絃琴の演奏を披露。約80人が和楽器の音色を楽しみました。

しょうゆ蔵の見学

こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓こだわりの“ごっつお”に舌鼓

大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル大野高校琴サークル

「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん「しの笛」柳町庄泉さん 幽玄な音色「一絃琴」
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場
合
、
原
則
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
３
０
０
月
以
上
納
め
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ

2003.3  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

月
１
日
〜
平
成
13
年
３
月
31
日

に
補
助
を
受
け
た
子
ど
も
は
対

象
外
で
す
）

補
助
額

購
入
費
用
の
３
分
の
１

（
限
度
額
１
万
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
・

購
入
し
た
領
収
書
の
写
し
・
市

税
の
納
税
証
明
書

申
請
期
限

い
ず
れ
も
３
月
31
日
i

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環

境
課
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
６
３
）

４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
支
援
費

制
度
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
分

で
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
制
度
で

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障

害
の
あ
る
人
、
知
的
障
害
の
あ
る

人
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
障
害
の
あ

る
人
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
福

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
の
購
入
補
助
制
度
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
補
助
制
度

が
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機
・

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

対
象

平
成
14
年
４
月
１
日
以
降

に
市
内
で
購
入
し
た
も
の

補
助
額

生
ご
み
処
理
機

購
入
費
の
３
分
の
２

（
限
度
額
４
万
円
）

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

購
入
費
の
２
分
の
１

（
限
度
額
５
千
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
・

購
入
し
た
領
収
書
の
写
し
・
市

税
の
納
税
証
明
書
・
設
置
状
況

の
分
か
る
写
真

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

対
象

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降

に
市
内
で
購
入
し
た
も
の
で
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て

１
台
（
た
だ
し
、
平
成
12
年
４ 3月

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

従
来
と
異
な
り
受
給
者
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

受
給
者
証
が
必
要
な
人
は
、
福

祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
４
７
２
）

会
社
を
退
職
し
た
人
は
、
厚
生

年
金
や
健
康
保
険
に
代
わ
り
、
国

民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
社
が

発
行
す
る
離
職
票
を
持
参
し
市
民

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
退
職
し
て
も
、
す
ぐ
に
再
就

職
す
る
か
ら
」
な
ど
と
届
け
出
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
再
就
職

ま
で
の
期
間
が
た
と
え
１
カ
月
で

も
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

４
月
か
ら
支
援
費
制
度

申
請
は
お
済
み
で
す
か

福
祉
課

（１4）

Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
労
災
診
療
費
の
支
払

い
に
関
す
る
こ
と
や
労
災
保
険
、

労
災
診
療
費
の
請
求
手
続
き
な
ど
、

労
災
制
度
全
般
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

（
Ｒ
Ｉ

Ｃ
）
財
団
法
人
　
労
災
保
険
情

報
セ
ン
タ
ー
福
井
事
務
所

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
（
1
０
８
０

０
・
２
０
０
・
７
６
５
０
）

補
助
申
請
３
月
末
ま
で
に

生
活
環
境
課

会
社
を
退
職
し
た
人
は

国
民
年
金
の
届
け
出
を

市
民
課

軽自動車など廃車・変更３月中に
軽自動車税は、４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。
軽自動車やバイク、小型特殊自動車、農耕車の廃車や名義変更は、
３月中に手続きを済ませてください。
１２５㏄以下のバイク・小型特殊自動車・農耕車
・手続きは、市役所税務課収税係で行っています。
・廃車にはナンバープレートと印鑑が必要です。
・ナンバープレートを無くした場合でも廃車にすることができま
す。ただしこの場合、４月１日以降、ナンバープレート１枚に
つき１００円の弁償金が必要となります。
・名義変更には譲渡証明書（用紙は市役所税務課収税係にありま
す）と自賠責保険証明書、印鑑が必要になります。
・所有（使用）者が市内に転入した、市外へ転出したという場合
も、市役所税務課収税係へ届け出ください。

軽自動車・１２５㏄を超えるバイク
・手続きは、それぞれ県軽自動車協会と県二輪車協会で行います。
詳しくは車両を買った販売店にお尋ねください。

問い合わせ先 税務課収税係　（166・１１１１内線４２２）

犬の飼い方に責任を
○放し飼いはやめましょう
○ふんの始末は責任を持っ
て行いましょう
○繁殖制限も考えましょう
○狂犬病の予防接種は毎年
必ず受けましょう。

保健センター

労
災
制
度
に
つ
い
て

相
談
は
お
気
軽
に

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
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参
加
資
格

市
内
に
在
住
か
勤
務

し
て
い
る
人
（
中
高
生
除
く
）

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

３
月
11
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

浦
田
久
雄
さ
ん
（
1
66
・
２
６

７
１
）

日
程

３
月
３
日
i
・
４
日
j
・

14
日
m
・
17
日
i
・
18
日
j
・

25
日
j
（
計
６
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
初
心
者
、

初
級
者
（
中
学
生
以
上
）

内
容

サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ
、
パ

ス
な
ど
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
関

す
る
基
礎
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

参
加
料

３
０
０
円
（
保
険
料
）

そ
の
他

申
し
込
み
は
随
時
受
け

2003.3  広報おおの

生
ま
で
（
４
月
現
在
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大

野
１
団
総
務
　
尾
崎
尚
美
さ
ん

（
1
66
・
４
２
７
１
）

日
時

３
月
23
日
h
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所

有
終
会
館

講
師

村
田
一
郎
さ
ん
（
県
立
す

こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院
医
師
）

演
題

「
ぼ
け
て
も
心
は
い
き
て

い
る
」

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

３
月
20
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
（
1
66
・
７
３
３

３
）

日
時

３
月
21
日
m
午
前
９
時
〜

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目

【
１
部
】
高
校
・
一
般
シ

ン
グ
ル
ス
（
代
表
選
手
な
ど
）

【
２
部
】
高
校
・
一
般
シ
ン
グ

ル
ス
【
３
部
】
中
学
生
シ
ン
グ

ル
ス
【
４
部
】
小
学
生
男
女
別

シ
ン
グ
ル
ス
【
５
部
】
親
子
ダ

ブ
ル
ス
【
６
部
】
男
女
別
ダ
ブ

ル
ス
（
小
中
・
一
般
高
校
）

【
７
部
】
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

（
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
）

付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス

ポ
ー
ツ
課
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
５
３
２
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
野
１
団
で

は
、
新
し
く
隊
員
を
募
集
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

３
月
８
日
n
午
後
７
時
30

分
〜

場
所

有
終
会
館

対
象

市
内
に
住
む
保
育
園
、
幼

稚
園
の
年
長
組
〜
小
学
校
３
年

●INFORMATION

（１5）

市
民
卓
球
大
会市

卓
球
協
会

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

３
月
７
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

卓
球
協
会
　
芦
原
邦
弘
さ
ん

（
1
65
・
１
２
２
１
）

日
時

３
月
16
日
h
午
前
９
時
〜

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目

９
人
制
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
男
性
３
人
ま
で
）

春は風が吹きやすく、空気も乾燥し火災が発生しやすい

時季です。火気の取り扱いには十分に注意してください。

また山菜取りなどで入山する場合、たばこの吸い殻は投

げ捨てないで必ず持ちかえってください。

火の用心のポイント
・家の周りには燃えやすい物を置かない

・寝たばこは絶対にしない

・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使う

・ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す

・寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎製品を使う

・火災を小さいうちに消すため消火器を備える

・お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所で協力体

制を作る

春春春春のののの火火火火災災災災予予予予防防防防運運運運動動動動週週週週間間間間
３月20日～26日

日時 ５月25日h（雨天決行）
開会式＝９時00分　スタート＝９時50分～

会場 市民グラウンド
種目
【２㎞】小学親子（１～３各年）、小学４年男子・女子、５・６年男

子・女子
【３㎞】中学男子・女子、一般男子40歳以上、一般女子（高校生は

除く）
【５㎞】一般男子39歳以下・40歳以上、一般女子
【10㎞・ハーフ】一般男子39歳以下・40歳代・50歳以上、一般女子

参加費 親子の部＝１５００円、小中学生＝５００円
高校生＝１０００円、一般＝１５００円（保険料込）

申込締切日 ４月16日k

申し込み方法 教育委員会や各公民館、エキサイト広場などに置いてあ
る申込書に必要事項を記入のうえ、郵便局で参加料を振り込み

申し込み・問い合わせ先
第39回越前大野名水マラソン事務局
（スポーツ課内　166・１１１１内線５３２）

出場者募集 第39回越前大野名水マラソン

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
課

新
隊
員
の
募
集
説
明
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
野
１
団

健
康
づ
く
り
講
演
会

保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
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2003.3  広報おおの

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
な
い
そ
う
で
す
が
、
そ
の

作
品
の
一
つ
、
縦
一
c

・
横
一
・
八
c

ほ
ど

の
大
き
さ
に
描
か
れ
た
越
前
大
野
城
が
、
有

終
会
館
の
本
館
と
多
目
的
ホ
ー
ル
を
結
ぶ
通

路
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
三
十
年
程
前
、
銀
行
に
行
っ
た
と
き
に
、

受
付
の
横
に
置
い
て
あ
っ
た
紙
箱
が
、
古
切

手
を
何
枚
も
は
り
あ
わ
せ
、
き
れ
い
に
飾
ら

れ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
面
白
い
と
思
い

作
り
始
め
ま
し
た
」

最
初
に
作
っ
た
の
は
、
中
国
の
略
字
を
題

材
に
し
た
作
品
。
そ
の
う
ち
に
文
字
で
は
な

く
風
景
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

朝
市
や
荒
島
岳
、
宝
慶
寺
な
ど
大
野
を
題
材

に
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
四
角
い
古
切
手
を
、
は
さ
み
な
ど
で
形

を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
絵
に
す
る
の
で
、
並

べ
方
な
ど
に
気
を
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

（１6）

桃
の
節
句
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
ほ
お
を
な
で

る
風
に
も
春
の
色
香
を

感
じ
る
。
手
持
ち
の
書

に
よ
れ
ば
、
三
月
は
別

名
「
夢
見
月
」「
花
咲

月
」
と
あ
る
。
白
一
色
の
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界

か
ら
開
放
さ
れ
て
、
人
も
街
も
華
や
い
で
く
る

▼
「
春
風
に
吹
か
れ
て
、
竹
や
ぶ
が
、
ゆ
れ
る

ゆ
れ
る
、
お
ど
る
。
雪
が
、
と
け
る
と
け
る
、

水
に
な
る
。
ふ
き
の
と
う
が
、
ふ
ん
ば
る
、
せ

が
の
び
る
」
こ
れ
は
、
小
学
校
二
年
生
の
国
語

の
教
科
書
に
あ
る
『
ふ
き
の
と
う
』
の
一
節
。

春
に
向
け
て
の
期
待
感
や
躍
動
感
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
冬
の
寒
さ
に
じ
っ
と
耐
え
て
、
踏
ん
張

る
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
姿
に
、
合
格
を
目
指
す
受
験

生
や
、
野
良
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
農
家
の
お

年
よ
り
の
姿
が
重
な
っ
て
見
え
て
く
る
。
芽
吹

く
季
節
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
だ

っ
た
物
語
を
思
い
出
す
。
春
は
だ
れ
に
と
っ
て

も
待
ち
遠
し
く
、
心
躍
る
季
節
で
あ
る
▼
春
め

い
て
洋
々
と
し
て
く
る
外
界
と
は
裏
腹
に
、
各

職
場
で
は
一
年
の
総
決
算
を
す
る
時
期
を
迎
え

る
。
学
校
で
は
、
い
よ
い
よ
卒
業
式
の
シ
ー
ズ

ン
。
恩
師
や
友
と
の
別
れ
、
親
元
や
ふ
る
さ
と

を
巣
立
つ
若
者
も
少
な
く
な
い
。
大
人
に
と
っ

て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
も
悲
喜
こ
も
ご
も
、
大

切
な
節
目
の
季
節
で
も
あ
る
▼
こ
こ
大
野
で

は
、
コ
ブ
シ
の
花
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

る
。
春
の
城
下
町
が
、
両
手
を
広
げ
た
よ
う
な

白
い
花
で
満
開
に
な
る
の
も
す
ぐ
の
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
新
し
い
春
に
、
た
く
さ
ん
の
夢
と
希

望
の
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の
だ
▼
人
々
に
と
っ

て
、
や
は
り
三
月
は
「
夢
見
月
」「
花
咲
月
」

で
あ
り
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

下
麻
生
嶋
の
川
瀬
さ
ん
（
九
十
三
歳
）
は

こ
れ
ま
で
に
古

切
手
を
使
っ
た

「
は
り
絵
」
を

何
点
も
作
っ
て

き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ

た
作
品
は
、
施

設
に
寄
付
し
た

り
知
人
に
あ
げ

た
り
す
る
た

め
、
手
元
に
は

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

１月中の異動

２月１日現在

11,919世帯

40,083人

19,199人

20,884人

前　月　比

＋10世帯

－32人

－10人

－22人

転 入

転 出

61人

72人

出 生

死 亡

19人

40人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

79件

13件

0人

25人

66件

平成15年
１ 月 末

比 較
平成14年
１ 月 末

71件

18件

0人

18人

53件

＋8件

－5件

0人

＋7人

＋13件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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日
中
の
最
高
気
温
が
氷
点
下

と
な
っ
た
真
冬
日
。
吹
雪
で
北

面
に
だ
け
雪
の
積
も
っ
た
街
路

樹
が
整
然
と
並
ぶ
風
景
。
厳
し

い
自
然
が
、
時
と
し
て
思
わ
ぬ

美
し
い
風
景
を
作
り
出
し
て
い

ま
し
た
。
さ
て
今
年
の
春
は
、

ど
の
よ
う
な
色
鮮
や
か
な
景
色

に
め
ぐ
り
合
え
る
か
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
　
　
　
　
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

〃

古
切
手
は
り
絵
〃

の
思
い
出

川
瀬
　
政
さ
ん
（
下
麻
生
嶋
）

99

じ
種
類
の
古
切
手
を
大
量
に
集
め
る
の
も
大

変
で
し
た
。
大
き
い
作
品
に
な
る
と
八
千
枚

以
上
も
必
要
に
な
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
営

利
目
的
で
は
な
い
と
い
う
私
の
思
い
を
理
解

し
て
く
れ
た
地
元
の
郵
便
局
や
施
設
、
旅
行

先
で
訪
れ
た
郵
便
局
な
ど
、
全
国
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

何
点
も
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
で
も
送
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
ほ
ど
な
ん

で
す
よ
。
古
切
手
を
通
し
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
が
、
一
番
の
宝
物
で

す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市
街
地
か
ら
、
国
道
一
五
八

号
を
和
泉
村
方
面
へ
車
で
約
二

十
分
。
こ
の
勝
原
か
ら
和
泉
村

ま
で
を
九
頭
竜
峡
と
呼
び
、
途

中
に
は
「
魚
止
」「
仏
御
前
の

滝
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
景

勝
地
が
続
き
ま
す
。
山
々
か
ら

流
れ
出
る
水
が
一
本
の
川
と
な

り
、
岩
肌
を
深
く
削
っ
た
峡
谷

美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

表
紙
の
こ
と
ば
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